
(6) 平成 ア年 10月 15日広報ひらつか

秋其つ盛りの季節、市内各地では地区レ

クリエーションが聞かれました。岡崎地区

では子供たちが参加する競技が沢山あり、

一日中、健康的な笑顔でいっぱいでした。

手で取りだいなァ

-
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
仲
間
に

官
士
見
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で

は
、
一
緒
に
楽
し
む
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時
毎
月
第
1
・
第
3
火

曜
日
、
午
前
日
時

5
ロ
時

マ
場
所
富
士
見
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
伊

藤
良
子
宮

(
M
)
2
1
I
6

-
ち
び
っ
子
体
操
を

と
び
う
お
体
操
ク
ラ
ブ
で
は

運
動
好
き
な
小
学
生
を
対
象
に

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時
毎
週
金
曜
日
、
午
後

5
時

1
6時
初
分

マ
場
所
総
合
体
育
館

マ
会
費
月
三
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
武

田
暗
信
宮

(沌
)
8
4
8
2

-
吹
奏
楽
の
団
員
に

湘
南
シ
l
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
は
、
楽
器
の
吹
け
る

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

十
八
歳
以
上
の
経
験
者
で
楽

器
を
お
持
ち
の
方
、
大
歓
迎
。

マ
練
習
日
時

・
毎
週
火
曜
日
、
午
後

6
時

1
9時

・
月
2
回
の
日
曜
日
、
午
後
1

時
3
5時

マ
場
所
背
少
年
会
館
、
中
央

公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
問
団
の
西

田
崇
宮

(お
)
0
8
6
7

-
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

見
附
台
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
未
経
験
者
も

大
歓
迎
し
ま
す
。

マ
対
象
小
学
4
1
5年
生
の

男
女

マ
練
習
日
時
毎
週
土
曜
日
の

午
後
、

2
時
間
程
度

マ
場
所
中
原
小
学
校
ほ
か

。
醸
り
ま
す

①
有
料

A
型
ベ

ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
l
キ
ャ
リ
ー
、

べ
ピ
I
ラ
ッ
ク
、
マ
マ
コ
l
ト、

男
児
服
、
女
児
服
、
女
児
靴

(口

0
 ..
.
.
.
 

“

黒
い
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
電
話
機
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
庖
の
番

"
が
私
の
宝
物
で
す
。
二
十
五
年
し
た
。
思
い
が
け
な
か
っ
た
だ
号
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

H
前
、
自
然
豊
か
な
こ
の
地
に
庖
け
に
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ま
十
人
兄
弟
の
末
っ
子
の
主
人

ー
を
出
し
ま
し
た
。
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・
・
・
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叩
)
、
だ
っ
こ
ひ
も
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
ド
レ
ス
、
調
乳
ポ
ッ
ト
、
ガ
ラ

ス
テ
ー
ブ
ル
、
こ
た
つ
、
電
動
あ

ん
ま
器
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
フ
ァ

H
HH
HA
-
-
・・・
0

の
死
と
い
う
悲
し
い
知
ら
せ
も
、

日

こ
の
電
話
で
受
け
ま
し
た
。
四

日

十
五
歳
の
若
い
旅
立
ち
で
し
た
。

恥

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
と
一
緒

に
頑
張
っ
て
き
た
と
の
電
話
機

は
、
民
営
化
さ
れ
た
N
T
T
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
は
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
に
庖
番

を
ま
か
せ
、
床
の
間
で
の
ん
び

り
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

。

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る
も
の
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
。
紹
介
文
を
三
百
字
程
度
に

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

マ
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

-
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マ
入
会
金

三
千
五
百
円
(
チ

ー
ム
シ
ャ
ツ
代
な
ど
)

マ
会
費
月
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
に
し
き
ス

ポ
ー
ツ
宮

(幻
)
5
6
4
6

-
日
本
舞
鳴
の
講
座
に

花
祥
会
親
睦
の
集
い
で
は
、

基
本
を
正
し
く
学
ぶ
構
座
を
聞

き
ま
す
。

マ
日
時
毎
月
第
3
火
曜
日
、

午
後
6
時

t
8時
泊
分

マ
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室

マ
会
費
月
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
花

月
兼
英
八
宮
(
幻
)
6
0
6
0

.
親
子
で
遊
ぼ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
育
連
絡
会

で
は
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
講
師
に
招
き
、
遊
び
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時
叩
月
M
日
(
火
)
午

前
日
時
'
S
U時
初
分

背
少
年
会
館

親
と
1
歳
以
上
の
幼

マ
会
場

マ
対
象

児マ
定
員
親
子
日
組

マ
持
ち
物
新
聞
紙
、
名
札

(
子
供
用
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
北

村

一
十
英
宮
(
臼
)
7
3
0
3

.
健
康
講
座
を
開
く

新
日
本
婦
人
の
会
平
塚
支
部

で
は
骨
組
し
よ
う
症
予
防
に
つ

い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
程
日
月
幻
自
(
日
)

マ
時
間
午
前
日
時
S
U時

マ
場
所
中
央
公
民
館
和
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
支
部
の

中
川
ア
キ
宮

(出
)
9
2
8
0

・
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
に

親
子
の
よ
り
良
い
関
係
を
め

ざ
す
子
育
て
懇
談
会
で
す
。

マ
日
程
毎
月
第
4
金
曜
日

マ
時
間
午
前
日
時

i
u時

マ
場
所
花
水
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
高
橋
倉
子

宮

(
M
A
)
3
1
4
3

-
初
心
者
速
記
講
座
に

マ
日
程

叩
月
M
日
3
ロ
月
初

日
の
毎
週
火
曜
日
(
全
日
回
)

マ
時
間
午
後
7
時

1
9時

マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
参
加
費
四
千
円
(
教
材
獄

を
含
む
)

マ
申
し
込
み
先
速
記
サ
ー
ク

ル
「
は
ま
ゅ
う
」
の
相
純
子
宮

(問

)
8
4
6
9
(午
後
7
時

以
降
に
)

-
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

平
塚
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
で
は
、
室
内
楽
と
管
弦

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

マ
期
日
目
月
却
臼
(
日
)

マ
時
間
午
後
2
時
開
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
曲
目
ス
ッ
ペ
/
軽
騎
兵
序

曲
、
ハ
イ
ド
ン
/
交
響
曲
第
例

番

「蹄
mm」
ほ
か

マ
入
場
料
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
楽
団
の

鳥
海
幸
雄
官

(お
)
6
5
8
1

・
コ
ー
ラ
ス
の
会
員
に

ま
ど
か
コ
ー
ラ
ス
で
は
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時
毎
週
金
曜
日
、
午
前

9
時
却
分
S
U時

マ
場
所
管
少
年
会
館

マ

会

費

月
四
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
粉

川
房
子
宮

(お
)
7
3
7
6

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
み
な

さ
ん
の
ぺ
l
ジ
で
す
。
会
員
募

集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
に
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

諌

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

(
内
線
3
1
4
)

ジ
ヒ
ー
タ
ー
ガ
1
ド
、
編
み
機
、

ーゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
、
子
供
用
バ
イ
オ

リ
ン
、
一
輪
車
②
無
料
歩
行

器
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、
ベ
ビ

ー
パ
ス
、
ベ
ッ
ド
メ
リ
l
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
、
事
務
机
、
小
型
ス
テ
レ
オ
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
譜
面
台
、
柔
道

着
、
幼
児
用
教
材
、
日
四
イ
ン
チ
自

転
車

。
醸
っ
て
く
だ
さ
い

B
型
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
ア
、

ハ
イ
チ
ェ
ア
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、

男
児
ペ
ピ
l
服
、
女
子
幼
稚
園
制

服
、
曾
棚
、
滑
り
台
、
ぶ
ら
ん
こ
、

七
五
三
者
物
、
げ
た
箱
、
衣
類
乾

燥
機
の
台
、
家
庭
用
パ
ン
焼
き
機
、

帰
除
機
、
冷
蔵
庫
、
全
自
動
洗
制

機
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
剣
道
防
具
一
式
、
剣

道
者
、
ピ
ア
ニ
カ
、
健
康
器
具
(
室

内
自
転
車
)
、
自
転
車
、
子
供
用

自
転
車
、
印
民
バ
イ
ク
、
自
動
車

用
タ
イ
ヤ
(
日
イ
ン
チ
)
、
テ
レ
ビ

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く
り

幌
市
民
生
活
係
(
内
線
2
6
3
)

閤
固
因
園

子
犬
を
育
て
る

不
登
校
の
子
供
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
傷

つ
い
た
子
供
た
ち
、
そ
の
子
た
ち
が
立
ち
直

っ
て
い
く
過
程
の
中
で
自
発
的
に
子
犬
な
ど

の
小
動
物
凌
飼
っ
て
育
て
る
と
と
が
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
子
犬
を
育
て
る
こ
と
で
慰
め

ら
れ
、
力
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ

う
な
わ
け
で

「子
供
に
子
犬
を
飼
わ
せ
た
ら

良
く
な
る
で
し
ょ
う
か
?」

と
い
う
質
問
を

時
々
受
廿
る
こ
と
が
あ
り
ま
歩
。

子
犬
が
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
人
は
モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
こ
う
し
た
ら
こ
う
な
る
と
い
う
よ

う
に
、
右
か
ら
左
へ
事
を
運
べ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
気
持
ち
を
何
か
で
操
縦

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
し
、
そ
れ

ほ
ど
単
純
で
は
な
い
の
で
す
。

子
供
の
心
の
変
化
は
、
天
気
に
似
て
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
低
気
圧
が
近
付
い
て
く

る
と
波
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
雨
が
降

り
出
し
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
波
が
高

く
な
っ
た
か
ら
雨
が
降
る
、
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
を
履
き
違
え
る
と
、
海
水
を

か
き
回
し
て
波
を
起
こ
し
雨
を
降
ら
せ
よ
う

と
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
似
た
過
ち
を
犯
し

か
ね
ま
せ
ん
。

子
犬
を
育
て
る
理
由
は
様
々
に
考
え
ら
れ

ま
す
が
、強
い
て
言
え
ば
、
傷
が
い
や
さ
れ
て

い
く
中
で
自
分
自
身
に
何
か
新
し
い
も
の
を

感
じ
取
り
、
そ
れ
を
育
て
て
い
く
経
過
と
、

子
犬
を
育
て
る
経
過
と
を
盟
ね
合
わ
せ
て
い

る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
子

供
の
心
の
中
の
子
犬
が
育
っ
て
い
廿
る
よ
う

に
、
静
か
で
暖
か
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

い
た
い
も
の
で
す。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮

(お
)
6
0
1
2

あなたの芦を広聴パドローJレ

。.....・
・ つー「スL

ーてI苫も多
: 、にし額
. 設はなの

兄必か借
が要つ金
使なたで
つも私電
てのた話
い 」 ちな
たとにど
も 言、考 宇 一一一一.~ ... 

つし 白い電話機
で した ........， - ~ -- .，ー
かば。 古尾谷アイ子さ ん (横内)
ヵ、ら
つく
ては
く 兄
る の
こ 所
とと
も間
あ違

あ しと
りそ兄
まうは
しに気
だ 飲が
そみ合
人ノ句用う
なかよ
兄すう
の乙で
突 と
然も楽

教魯軍隊Eしく利用しよう
/ / 市民のみなさんのご意見やご要望

などを個別にお聴きし、市政に反映

させます。お気軽にご利用ください。

119番は火事と救急専用です
火災発生場所や救急病院などの問

い合わせは、宮21-3340へお願いしま

す。

救急、率の出動件数が地加しています。

今年に入って 9月30日現在で5，426件

の救急出動をしていますが、これは昨

年同期と比べ250件も地加しています。

救急、車を利用できるのは病院へ緊急

に搬送する必要のある次の場合です。 く)10月17日(火)
・・ 14時~16時崇善公民館

広報広聴陳広聴担当(内線355)

く)10月18日(水)
• 14時~16時 松原公民館

。問い合わせ 先

①火災、地浪などの災復で傷病者が"'1:'.

た

②交通事故や、駅などの不特定の方が

出入りする場所でtl星放が発生した

③急病、やけど、ガス中みなどではか

にi盗当な搬送す・段がない等
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蛍@ 保健センター平塚市中単 :24日 赤ちゃんのおふろ(ぉ:・相談日 毎週水昭日 ; 【11月 の 3か月児】 ~一一一』 漏

---一一一---- 脚

誌 34- 17 宮 34-0311 : 父さんもと参加を) :・時間 午前 9 時30分~10時 j ・ 1 日 7 年 7 月 1 日~10日~ / ~ 認
32 0平塚保健所平塚市笠原町 j ・時間午後 1 時30分~4 時: 30分 い 22日 7 年 7 月 11 日~20日 ~/ ・HEAlTHY. '" 魯
蕊 6 -21 ft32-0130 : ただし、 13日は午前10時30 :・会場保健センター : . 29日 7 年 7 月 21 日~31日~ / - - ¥認

分~午後 2時 :・内容体重測定、栄接、病 j 【11月 の 1歳 6か月児】 ~ I A .. " I ¥ おき @羽~Oi!m~ ~会場保健セル ; 気、育て方、予防接種のζj・7日 6年 5月 1日叶O臼 uペノ凶作-¥認
j・持ち物母子健康手帳、鋸 j となど :・ 14日 6 年 5 月 11 日~20臼 ~! ~......， !墾

島出馬廷でのい T22237XfZ17;・持ち物母子健康手帳 ;おの;2221一日¥ライフ憶

さ22222f42怨 113L込町~ ~輸銀鑑識窪.沼 ;z;i332;\ .Llm / 塁
語 調理実習と昼食の試食 、 : 8) 、手ふきタオル(13日と~ ~・ 30 日 4 年 9 月21 日 ~30日 : ~二:二_./ 認

認 17日妊娠中のから だ と 生 活 : 24日) :・受付午後 1 時~2 時 i ; ん 下----- 讐

き後おおま芯降の方) 窃奥侶霞 ;Z22物平zfZZ手帳、怨 ~歯予鎗敏怠 ;-EZ時 11月 9日 午 前10時3
2220日 お居室の進み方と産後の i j 記用具、歯ブラシ(1歳 6 :・対象 11月中に 8か月から :・会場 平塚保健所 = 
22 過ごし方、呼吸法 :・対象 乳幼児 : か月児のみ) : 1歳になる乳幼児のお母さ j周持ち物母子健康手帳、 m=
52 ..'一一一一一一一一一一一一一一一 : 記用具 = 
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~I ~~三LZ7F3・ や 0'ふプー a・4泊~/箇言\ムムパ生台" :興幼奥歯積悶箆義
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はがきに赤ちゃんの名前、性別、生年月日と両親の住 - ~- --ー「 司， 一

主 所、氏名、年齢、電話番号 、会社名を記入のうえご応 111t.~~~III"'IIII~I"III"~~"'I~~"'IIIII'I""'I""""~，"""""'ll'認
基準ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

さ れたはがき(1 日掲蹴分は 1 日~15日締め切り、

15日掲載分は16日~月末締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は18人応募。

干254平塚市浅間町 9ー 1 平塚市広報

広聴課 「赤ちゃんのステージJ係

広報ひらつか平成ア年10月司 5白〈ア〉
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市
で
は
、
健
康
体
操
を
学
ぶ

教
室
を
聞
き
ま
す
。
運
動
の
で

き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。
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叩
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パ
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タ
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み
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合
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先
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健
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タ
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9
d
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ム
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エ
イ
ズ
検
査
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マ
日
程
叩
月
四
日
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田
、

u月
2
目
、

9
日
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日
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)
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30 痴 σ3
分 10呆すD.:e-
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(談 相
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午

マ
時
間
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前
9
時
5
日
時

マ
場
所
平
塚
保
健
所

マ
内
容
相
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と
検
査

マ
費
用
無
料

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮
(
泣
)
0
1
3
0
・
予
約
制

し
ま
す
の
で
、

三
月
か
ら
各
医

療
機
関
に
ご
予
約
願
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課
予

防
係
(
内
線
2
6
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)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
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受
診
を

日
本
脳
炎
予
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接
種
の
延
期
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健
所
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肝
炎
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イ
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料
検
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て
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。
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ウ
イ
ル
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肝
炎
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慢
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く
、
肝
硬
変
や
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臓
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い
っ
た
重
傷
の
肝
臓
病
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て
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ま
す
。

特
に
過
去
、
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、
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マ
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。
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迷
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叩
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に

は
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最
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マ
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に

な

優
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が

、

自
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っ

て
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。

ハ
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性
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探

索

行
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の

芽
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ま

り

立

を

摘
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ま
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、

伝
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ど
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、

必
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空

を
し
、
行
動
範
囲
が
九

j
十

か

月

の

こ

ろ

間

と

機

会

は

用

意

し

広
が
っ
て
き
ま
す
。
指
先
も
器
用
に
な
り
親
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
日
常
生
活
で
は
、
努
め

指
と
人
差
し
指
で
小
さ
い
物
が
つ
か
め
、
そ
て
言
葉
掛
貯
や
遊
び
相
手
に
な
る
な
ど
、
交

れ
を
口
に
運
ぶ
動
作
が
目
立
ち
ま
す
。
流
の
場
を
持
つ
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

感
情
の
表
し
方
も
豊
か
に
な
り
、
大
人
の
離
乳
食
は

一
日
三
回
で
、
栄
養
の
主
体
は
乳

関
心
を
自
分
に
向
げ
よ
う
と
し
ま
す
。

「い
汁
か
ら
食
事
に
移
り
ま
す
。
離
乳
が
順
調
で

な
い
い
な
い
パ
l
」
な
ど
と
親
子
の
交
流
を
あ
れ
ば
断
乳
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

喜
び
、

「バ
イ
パ
イ
」
と
手
を
振
り
、
人
の
こ
の
時
期
、
自
が
離
せ
な
い
大
変
な
時
で

ま
ね
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
が
、
か
わ
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で
も
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の
で

一
緒

こ
の
時
期
は
、
前
述
の
よ
う
に
移
動
が
で
に
遊
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
(
健
康
課
)

.. 笑顔め輪

浅間祭を開催します

Iさじける若ウ手をつ芯ごう
夢を窟答。 21館館の平塚市と東海大学

~aOOU@~~ffl!)~由実 Q 信玄@号昌
.・.・.

.・一・.ー"，
.・.・

..・"，ー.・.
・"

・.

10月21日(土)正午から

22日(日)午後 3時30分まで

青少年会館と

文化センタ一広場

く〉日時

く〉会場

。 内容

・屋外ステージ

の発表など

・広場 ピ ー チ ボ ー ル を 使ったバレー

ボール大会やもぎ庖の出l苫など

・室内 会館利用団体による展示やお茶

会、陶芸教室、人形浄禽詣の上演など

O聞い合わせ先 背少年会館宮 32-7029

バンドの演奏やダンス

今年は平塚市と東海大学が交流提携を結んでから10年 自にあたります。そこで、これからの地域と大
学の交流をよりよいものとするため、論文 ・作文を
募集します。
。テーマ 「事実を悟る。21世紀の平塚市と東海大学」
O応募資格 市内にお住まい、通学またはお勤めレ

ている方
。応募規定 ① 1人 1点、②原稿用紙に800字程度

。応募方法 住所、氏名、性別、勤務先または学校名、

学年(年齢〉、電話番号を記入して、干254平塚市浅
間 町9-1平塚市企画部企画鯛整課へ郵送する。

。締め切り 11月17日(金)
。問い合わせ先 企画調整限宮 23-1111 (内線323)
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分

マ
会
場
県
立
湘
南
背
少
年
の
家

マ
対
象
、
定
員
親
子
で
合
計
刊

人
(
先
折
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
青
少
年
の
家
宮

(日
)
0

6
7
6
へ
。

ま
す
。
会
場
は
湘
南
校
舎
松
前
記

念館{コ
ン
サ
ー
ト

風
は
サ
ラ
エ
ポ

か
ら
}

マ
日
時
刊
月
お
日
(
水
)
午
後

5
時
1
6時
泊
分

マ
出
演
ヤ
ド
ラ
ン
カ
氏
(
サ
ラ

エ
ボ
五
輪
テ
1
マ
ソ
ン
グ
歌
手
)

【大
学
の
あ
る
ま
ち
平
塚
】

マ
日
時
日
月
幻
自
(
火
)
午
後

5
時
1
6時
品
分

マ
講
師
平
塚
市
長
吉
野
稜
威

雄
問
い
合
わ
せ
は
、
同
委
員
会
宮

(回
)
1
2
1
1内
線
5
5
0
9

へ。

マ
定
員
初
人

※
託
児
希
望
者
は
、
日
月
7
臼

(火
)
ま
で
に
申
し
込
み
を

[特
別
総
合
労
働
相
談
会
}

マ
日
時
日
月
9
日
(
木
)
午
前

日
時
3
午
後
4
時

マ
会
場
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

マ
内
容
解
雇
、
賃
金
不
払
い
な

ど
の
労
働
問
題

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー

宮

0
4
6
7
(邸
)
1
1
7
1
へ
。

マ
入
札
物
件

①
平
塚
市
兵
土
字
十
七
ノ
域
1
7

2
6
1
1
(
4
3
7
・
5
8
d
)

②
平
塚
市
平
塚
3
1
2
4
4
3

1
4外
1
鐙

(
6
5
6
・o
o
d
)

マ
照
会
先
同
事
務
所
宮
附
(
舶
)

n
u
n
v
q
O噌
A

紛争ii:寝

i聖
泌E識4

i広司Es

(8) 

A
V
福
祉
の
講
習
会
が

手帳

マ
日
程

叩
月
M
臼
(
火
)
3
U

月
H
日
(
火
)
全
4
回

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
1
3時

初
分

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
初
人
(
集
結
)

マ
内
容
基
礎
点
字
講
座

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
福
祉
協
融
会
宮
(
お
)

2
3
3
3
ヘ。

平成ア年10月 15日

宗イ雷寺境内の碑

av健
康
講
座
を
開
く

広 報

マ
日
時

叩
月
お
臼

(水
)
午
後

2
時
5
3時
却
分

マ
会
場

済
生
会
平
療
病
院

マ
内
容

街
の
業
局
と
病
院
の
薬

局※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院
医
事

鶴
宮

(訂
)
0
5
2
0
へ。

av腎
移
植
を
考
え
る

マ
日
時
日
月
詑
臼
(
臼
)
午
後

1
時
初
分
3
4時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ

(M
N
ピ
ル
日
階
)

マ
内
容
開
演

「
腎
臓
移
植
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
」
、
移
植
者
体
験
発

表
、
パ
ネ
ル
展
示

問
い
合
わ
せ
は
、
県
保
健
予
防

課
宮
附
(
加
)
1
1
1
1
内
線
5

0
5
3
へ。

av人
権
講
演
会
開
く

-
秋
の
大
学
祭
へ

マ
日
時
日
月
日
日
(
木
)
午
後

1
時
1
4時
却
分

マ
会
場
中
央
公
民
館
ホ
1
ル

マ
内
容
講
演
「
い
の
ち
と
人
権

そ
守
る
」
国
境
な
き
医
師
団
の
現

場
か
ら
、
フ
ィ
ル
ム
上
映

マ
鱗
師
国
境
な
き
医
師
団
総
裁

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ベ
ル
ソ
ン
氏

※
入
場
自
由

問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
国
際
人

権
セ
ン
タ
ー
宮
師
(
加
)
3
8
5

5
へ。

き
せ
ず
、
同
十
七
年
二
月
に

は
、
廃
校
し
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
は
、
県
下

の
自
由
民
権
運
動
が
も
っ
と
も

高
揚
し
た
時
代
で
し
た
。
大
住

淘
綾
郡
長
山
口
佐
七
郎
を
は
じ

め
、
金
目
村
富
田
寅
治
・
森
鍬

三
郎
・
猪
俣
道
之
輔
、
足
柄
上

郡
長
中
村
舜
次
郎
ら
は
名
の
知

れ
た
民
権
家
で
あ
り
、

五
郡
共

立
学
校
の
股
立
時
に
も
題
き
を

な
し
た
人
々
で
し
た
。
ま
た
、

当
時
は
農
村
不
況
と
、
民
民
の

騒
擾
事
件
が
頻
発
し
た
時
代

で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
都
民
の

負
担
加
重
と
生
徒
数
の
減
少
か

ら
五
郡
共
立
学
校
が
廃
校
に
追

い
込
ま
れ
る
や
、
先
の
民
権
家

は
と
れ
を
迫
憾
と
し
、
県
の
認

可
を
得
て
、
修
業
年
限
三
年
、

英

・
漢

・
数
三
科
を
教
授
す
る

三
郡
共
立
学
校
を
大
住
郡
金
目

村
坪
之
内
宗
信
寺
に
設
立
し
ま

す
。
時
に
明
治
十
九
年
五
月
の

こ
と
で
し
た
。

以
後
、
こ
の
三
郡
共
立
学
校

は
、
「
二
郡
共
立
学
校
」

「中
郡

共
立
学
校
」
な
ど
と
改
称
さ

れ
、
現
在
の
県
立
平
塚
農
業
高

校
や
県
立
案
野
高
校
に
発
展
し

ま
す
。
「
発
祥
の
地
」
の
碑
は
、

秦
野
高
校
創
草
百
年
、
創
立
六

十
周
年
を
記
念
し
、
昭
和
六
十

一
年
十
月
、
宗
信
寺
境
内
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)

東
海
大
学
と
神
奈
川
大
学
で
、

大
学
祭
が
閲
か
れ
ま
す
。
期
間
中

は
、
前
演
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出

掛
甘
く
だ
さ
い
。

{東
海
大
学
建
学
祭
】

マ
日
程

叩
月
出
回

(火
)
3日

月
4
日
(
土
)

{神
奈
川
大
学
平
塚
祭
】

マ
日
程

日
月
4
日
(
土
)、

5
日

(
日
)

av崎
山
川
の
採
火
地
募
集

-
労
働
相
談
会
開
く
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-
平
塚
保
健
所
か
ら

県
で
は
、
今
年
三
月
に
小
規
模

水
道
と
小
規
模
受
水
柑
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
、
衛
生
管
理
に
つ

い
て
の
規
制
を
設
け
ま
し
た
。
こ

の
条
例
は
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
水
道
・
受

水
糟
は
、
保
健
所
の
確
認
ま
た
は

届
げ
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

マ
対
象

①
小
規
模
水
道
地
下
水
な
ど
を

百
人
以
下
の
居
住
者
に
供
給
す
る

水
道
(
井
戸
か
ら
引
い
た
水
道
を

使
う
ア
パ
ー
ト
、
住
宅
地
な
ど
)

②
小
規
模
受
水
槽
ピ
ル
・
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
さ
れ
る

u
d

以
上
の
受
水
槽
で
上
水
道
か
ら
水

の
供
給
を
受
け
る
も
の

※
の
②
と
も
、

1
戸
の
住
宅
に
し

か
供
給
し
な
い
も
の
は
除
外

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
保
健
所

環
境
衛
生
醜
宮

(詑
)
0
1
3
0

へ。

マ
内
容
ワ
ー
プ
ロ
の
使
い
方

マ
申
込
期
間
叩
月
日
日

(5

1
U月
8
日
(
金
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
校
宮

(お
)
1
9
2
2
へ。

-
固
有
財
産
の
売
り
払
い

広報ひらつか

-
ご
み
の
再
資
源
化
を

-
自
然
に
親
し
も
う

-
公
開
講
座
に
参
加
を

十
月
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
月

間
で
す
。
同
県
で
は
、
期
間
中
リ
サ

イ
ク
ル
し
や
す
い
製
品
や
、
回
収

し
た
使
用
済
み
製
品
の
材
料
を

使
っ
た
製
品
の
展
示
、
ト
ー
ク

シ
ョ
1
、
講
演
会
な
ど
を
行
う
「か

な
が
わ
ガ
ボ
ロ
ジ
1
展
」
を
聞
き

ま
す
。
入
場
無
料

マ
日
程

日
月
初
日

(金
)
i
n

日
(
臼
)

マ
時
間
午
前
日
時
泊
分
3
午
後

6
時

マ
会
場
横
浜
新
都
市
ホ
ー
ル

(横
浜
そ
ご
う
9
階
)

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
管

理
課
(
内
線
2
4
0
)
へ。

A
V
技
術
校
で
受
講
生
を

平
塚
高
等
職
業
技
術
校
で
は
、

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
の
た
め

の
短
期
購
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
期
間
平
成
8
年
1
月
9
日

(火
)
S
M日
(
金
)
全
8
回

マ
時
間
、
定
員

・午
前
の
部

(
8時
別
分
S
U時
)

叩
人

-
午
後
の
部

(
1時
5
4時
叩
分
)

日
人

マ
対
象

。
中
小
企
業
の
研
修
を

中
小
企
業
大
学
東
京
枝
で
は
、

平
成
七
年
度
の
中
小
企
業
者
研
修

講
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
コ
1
ス
経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
自

動
化
設
計
技
術
、

C
A
D/
C
A

M
を
軸
に
し
た
設
計
と
製
造
の
効

率
化
な
ど

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
賠
求
な
ど
群

第 561号

女
'性


